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■.啓 傷
凌欠准 多1単 亡 主小 ∠ す る フ°ロ グ ラ ム (戸0々殷 4″ で

1暑
か れ て フヽる と す る )之 著 しつた

が 、 f tt k准 フた ア ル ゴ リズ ム は工 |い と右 ご ら来 る |ミ も か か ゎ ら ず 、数 ノ値 のオ

~バ ~ノ ロ ~、 スはガ箸メしの不 `ヌし(2ομみた月laCなわん で'も )の ため |ミ ラ まくイ勧ガヽ電、ン
ど1)う 奉先 |ミ 直う |た ものと |よ うo男匙なの人″数 のフ°ログラミンタ・ システム

tま このような事熊之自動的 lミ ス●
"員

する召比能之夕島えて フヽた、フのど、間足ユlよ ガヽ たリノ聰

刻 て°
3あ
る.そ くで°、前 鷲機 関次 のオ円 晨 lミ 相 談ダ ネ 1ざ。次 のよ うた口 塔 ∠コメ ノ

トが′41Fシ れ るていあ 3ラ 。            ・

(工〕 4肢イ直計算の専門泉 :「 もっと4行瘍ちの少な、フアルゴリズム、数
ノ位の人きさ

が限た さ水 るよラ有アルゴリズム左便フ夫ら1)、フで 1よ うリ

(工〕 鳥編食生富なメL調 フ・フグラマー :「 さす'1鮮 右テ,賣 算をすべてサフ≒ルーケノの“イ

ダハ llミ 愛メしする.瑠釉んlざ、
｀`Z=X+Y″ は｀`θ′ム乙″多4"(2_X′ Y)夕 lヽ 売

える。 ぞ tて 塚し般′:まえlt当 〔D色列 l、 売Jし 夕る。初 ん |ざ s

ク」「″Д″51ο/ X(の ノ｀
/(`),,乙

(61)

とする. ミラすたば、人指数3■ 浮動小数ん郵こ,t高 ′晴庇
'多

動小
“

批海&′ 燕♭多′僣長′

整幾 ちど・左歿扱 ラの |ヽ ノメ要なサブル ~ケ ンの、フくフか 2自 分 で書きさんす米 lぎ間

題 lさ 解大さ水 るo このよ う0す プノレ~タ ンのノヾ ツケ ~ジが ライ グラリ~lミ あれ |ニ
こ升くを刹 用 す米 lざ む 、)。 き太 ミの よ うた す グ ル ータ ン を書 く二 |ヽ 二 し の 又′沢 と l

て lす αヶ
′のだ も の働営又 (́■

'■

参ヾ 考 |ミ た る ご
Stむ ク・」

(Ⅲ〕 間鶏が,超′″を孔獲凛tlミ あれ lざ′数式Jてチ理のキ門象メさ次のおラ|、 コメントす
るびあ 3ラ 。「 最夏しの

`民

え肥男墨システムは、え蟄菱妃とす′ヾてたえタイ多民生敬 と|で

』ミ t〈 及 枚 ラ。 (布」る ば j`じ 訳 (2,,お〕参興ら)数 イた言T算 |ご 数
'こ

処 ス の や寺夢」た ノ励イトで あ

る力ヽ ら、 1数式 ノQД シス テ ム (Mハ cS/″ハ′κE′″C涯 な ど )ガ 及ヾ んれ lざ間 患 lさ わ ヮヽlJデ

で あ る 。」

範〕 問題 が 人増絶し′j超 高精 ん な動小数 鳥れ 1ミ あ水 はい。特 |ミ MITの 教)式 パツメル ス

テム Mハ CSrM4の 外」用六 lミ 精 為ノtて 1フ る人 た らぎ｀ 次 のよう |ミ コメ ン トす るごあ う

ラ。「 醐 cD〕γMハ のθI●尾0升ア様HIL 2次′ん ば問題 |よ 趨、ヮ lま す゛で あ る。 (え i賦 (4)参 耗 )

け〕 ヨンパ/ラ イ乍成の専用晨′:「 ミの後の間鶏 之党ノ全 |ミ 自動 Iク |ミ 知 置するよラ

を計 11)コ ンハ0イ ラ之喜 くム lミ 来 〒́義嵐之″少嚇f牧 |ミ すれ

『

そ買ムの日東仁1き 全く

ttフ はずで°めるθ」

イトホちどは・ き す"次 管 Z・
｀
くの間ズ蠣之衆」ソフ ト的 1ミ 1瞬 スす る諸 7六 |ミ フ 、ってます

°
,銅

し、 次 フヽごミの同′鴫 2冶 Д` 力 か つ高籠 午 で
｀
取 機 ラの卜適

'す

る
｀
丁畑 ′〃Z′γ

″
∠イぶ

アー キ チェ ク チュ ア之夢し紫 する・ さらに
¬`
TRハ′Zα″

″
六 之サ ノ` ル ーチ /峙 ▲ lτ

ズ のよ善 |ミ 和 用 する 丁饉柱 |ミ フ、フてもふ れ る。

没。 1｀  j六こさ な番丈′ 左』更花矢ラ ソ フ ト ウェ ア
きダ前静(工)の 解大法コヽ フ tフ て 1古 、'備 搭ちの少も フ`アルゴ リス

・ム,数値バ者闘 |ミ
六き〈たら面、フアルユ゙ リズム |ミ λえでそ るイ列|さ 弗マ恒解古 の承」時書¬ミD″ 4覧几 らえ
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るパ,ミ のようなたえガヾイ可時で・もジヌ易 |ミ で'き るとはF【 うたつ。一″]∠ 1て 、/タスタ
年 の SCたん″た ′物●″′

.こ

″ ,4月 そ 之 |ミ さ
゛
わ 1人 の ′″″erの ・ 口 月 島 鹿 」

″
言乙率 が あ る.

その~フ |ミ

「
cJ西う」贅牧z° あることが瓢、明さぇた」とl,ラ のがぁる。これ 2昔L

の戸0′フ鋼レ
′
で
｀

X=Exρ (sa々 T(/`J.ο )来 3./′ /3稼 ♪
〔ミき つ て計 算 |て の z¬ま、お 采 ぶ 0・ ′″

"z反
十 々 のよ う lミ 養 教 育 分 バ 十じ β `閉

｀
の

馳し` おるミ とオヾ分 3だ けてい.1｀ 口月弓ノ2」
″
z'｀あるtこ :き 足′才力1ナ お 1つ 。 ミの襲失濯L!よ

共3は スト犯 点 1ス 下タパ ″イロガん、,て ぉ佑 目 lミ ロ じめ て 7て゛けおく て ′ノが刀し水‐るど ｀
'ラ

キ 中民生 数 に41,犯 なの で'あ る。従 って,少 なく ど も■43′備 の若 え 乙.｀ ヨL筆 す る
ダ 要.が あ る。 ミの結 果 ガヾ著 1砲ンの 声0′″

“

/ご小 の工入つ たくす ぐ |ミ 発 tる よう ていあ
,た た らば、

ハ
″ H島力し "ど |で 自ダ彙 |ぉ ォ` ,大 ていあ ろ う。 ミの問題 l= 

ハ
ロ

月場九
"゛ り 0そしか |ミ 源 如 ご,瑛 _′左 の状 4繁 4用 ァ フ タ・ラ ミ.シ グ・=″ のえ「略

1ミ 対

する鳥 烈 書祥 刊 ど☆ ナ ころヽ き て'・ あ う ラ
"

前折ω′10′ 珈けの解六六 lま ,石0′πttγ で'~口お つヽて tき ,ミ ア・ロク''ラ ム 2倉 苛
著t摸 んづ′μ要ノくある驚 :、 間療亀パある。 この.著 を決ん lま アルゴ リ`ズムのホ慎2'た
えするのていはな フヽのでヽ全く

'磯イぼFクたイ「
末́とた 0● ミのよクな磯叔 104乍 業 lさ 、外

来群撃0鯰 イオある!き ヂ:で ある。
Cの 馬 卜 関 |、 ″/″

“

tの
`〃
メ蕉R2κE`ISIθ/シ ス テム ピ lよ 0)の 単 右了疾 隼 ο サ ノ

ルータン晨用六2以k目 lて フヽoメ 、ヾ この晨聞 は′re cO″7'た r`マ むフて■動
`0民
守́ラ

よ う 1ヽ たつ て も
' 
ろ■

月に Sγ

“

4ヤ ′Fク牧7(文 詠i(a′ 3)参 照 )● ど の数 ズメリEシ ス テ ム 10キ キ |ミ 強、力 た

うこJ,縫`層:魚:力 D′鮨 え て t,る の て・ . 70R´RO″
´
とιJ5ρ ヌ |さ ″4こSγ″′書吾, ス′は ′E′

“
`圧
ヨ3

(こ れ らの数 夫スリ瞑 シ ス テム lさ ∠I`′ 2〃″ι;議 ∠ lて キ か れ た1妖式 夕や駆 言語 シス |

テム である)|ヽ 駒1ス する7″だたあr7° ロク''ラ ムとをく ヽとは、 そのえヽな承́ ぼ'そ ラ
姓 11ラ ミと 2.は おt,。 摯オtは さ奇 +キ の小 野昇 と夫 1、 バ″7‐ 件々″な ら〃″5′ (ぇ
漱くの参購 )へ の″2δたあ″23人 員,経え でイ乍成 Jる ことバ でそκ. ただ t本格 τi論
ずる
。`
べきた̀参こ

″
之承払′ラ′磯に は、まだなきれて1フ お 1).兎本はミの

"″
″δ″あrを

言|=Fι 4石S(ス 称|(7〕参麗 )の Fθ′7′′/コ ンノヾイラ 1ミ i改 亀t,い フヽ きた赤レ
″
″メ習属

後省吃0今 めるイトまと右 ,で 、ラる。
筆 者 ユ亀 は1晨 t′ヽツ シ ン ク̈ ・ ハ ~ド ウェ ヌ の動 4乍 の″薇 率ヨけ的 解新 疲な フ 太 バ ,そ
れ R若 ラ歎 准 .計 算 の 力 RπR′/フ●ロ ク・フム でヽ 暮 タ ズ、次 ち 希数 Lオ ~ノヾ ~ノ ロ ~の 間
鶏 民 ttt太 `上 記 の F」πコ ン ノヾ ス ラ ぶ ホ ん の 点め 日え |に オミ MCO“ ′′0-`θル窃
戸OR″汁′/~C/少 !ヽ アγ′二営 言 え′崚 無 ″ヽ あ る ミ ど 2知 り 、 これ と和 月 |で 間 戻量Z解 ス l

人・ ミの方六η薇′要 lま 夕参考 ♂で` |ミ 布舜し― 琵tiて おくが、一口 zい する 1ざ、前奸
(31ミ あ'1っ て,TW賛 えて'｀ 童言 |^え毅ぶ関与 する耳行テ濱竿之ノァ` ′レ~タ ンイム ||｀
展開 するミことメーヵ ―:ゎ亀次のコンパイラメヾ〃テってく′にろどt,ラ 0の び,ユ ~プ・
~!す
晨印サグル

~チ ノ之 フヽくフオヽ著 そさん すれ b・き ラヽoぶじ果的 民几れど、 ι々たzオ
の 5″′Eκ ″ FC工:気αrシ ステ ム と殆 ん ど'|'|― の ケス て`'問題′2解 え I Rミ と 、た るが 、

のα効こ′ βた0ク ノノげ の計 分 lす 力R″冴ノrホス の コ ン パ イラ バ 火行 |て く れ るの で、
ミ の書 分 けイ乍威 す るノ史要 lき た ,フ .

丁γた 費言 丈教 籠 ∠ ″ム6.ρ―ズE2窓Iシ ス テム lミ ぢ 虜 るた 売 みを 長 整牧 まイ薇 経ソ)イに
自組 場次ん び″ク″″ 走 ″ ιttυ季′′火

“

』″%22裟α″ (文 献 く1〕 参‰ )∠ 晟&彰 れ々の脇 csnm
―θZ FιοttT 2`″′こ(文 献 (り 参照 )ク 本 番o之 煮′ょ こ

゛
検 討 t べ′結 栞 か )、 ユ ー ク・~lミ
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こつ てな フ`易 フヽ機 能 史 為 型 (実 行 能 率 の 向 上 の 間運i濾 次 折 1ミ 論 す
1'3)の ｀`

六 寺 有

勇t(′I命″Z″ )″ 用のノフ ト ウェ ァ ・シヌテム |さ 〃マのさラ |ミ あるこ とヵヾ グオ | 、フと,巻
ん る 。

s_シ ス テ ス 菱 レ小農L入 ル́ レ齢 色 (整 数 と簿勲刻ヽ数鳥義短)
」 =L」 拠処

,助 ιCFCr∠ 宣 言 (″κ翠′′rの I″ M墳お 貞 言 之 含 ち )さ れ 尺 えれ lさ 、 常 lミ

晨 え ″ 花 モ 整 菱た∠ |て 取 れ 、フ言乙イヽたぶ 受 η許 す麗しりど ん な |ミ 長 1っ 生 菱短|ミ 関 する撃 茄丁

演算 で` も正 1く 実行 す る。 こえ は方物
`ゞ
″β′パニクたこな∠`・の4し んだ

。
義ただメ,●j瞑 シス テム

で
｀
|さ 準響関で

｀
あ るが 、 り

`″
専 の 5)″′Eバ ′RF(I∫Jθ/シ ス テ ム の本箕やtiぎ 考 え さ れ て tフ た 1フ 。

」_2_壺□L`惑 動小 数 点数ρ 指 数 は■‐ _の た 味 で'の ・・オ 当″ の変数 と|・ 浮動
小数 れ の指菱たのオ ーバ ー・ フロ ~∠ アンダ ー・ フ ロ ~|ま ス・tて 六り た、フきラ |ミ す

る。 ′I學戸∠つ
"7(ス
商κくり参輌ら)lき ミ のよう な月ス秘ttヮ |ミ たフ て lフ るスパ|、  saり留島ぞ′バ|1正

`二

2フ1/

(ス 南κ・(1)参 照 )Z'｀ 障輌劫短のオ ー ノヾ ~・ ノロ ~∠ アン タ"~・ ノ ロ ~の 間異ユlさ 全く考
オ已こメtて tフ だ !フ .

qス  着 A・ ∠逆銅 、教 ■_数 の )ル ロ _

01討=さ |ヽ(5べ こ で・あ る。 θ147Zο ′T( テロレFぐ|〕
′′Fαl狐ρ/(ス 献 0参 鷹 )て・ 庁 ミ水 博コ ン
ら わ lフ 。

ユユ_コ婁二上■2年
“

zズ ′′′'μ“にまた兌″|″
丸指定′は.f■2ζ ′%10′″″5核″″∫″″ノ♪の~
って行 ラ. θ14尾θ′ア(i ttκ (4)参 ル亀)z・.は こ

%魔」が /c)と イんで、,る パ .シ ステム・ソフ
| 、フ. s″′FR ttcrslο /( 貫商κ(■)参 ,ι )と
■菫言 て`'書 1,卜 太め てコンノヾイ″ するパ .

的 lヽ 大 める方が′代、っ易 t,。

S - 5 AStt t< こ甕妃塑 虹墨b傘物産五
θケワZケノθ九者んは

る。

」二盤 |ミ タグ 2フ ナ F旨考的 ズロ

ム _上五 LO三二二」L上」豊盤饉L 前項のシステム墓か俎ιみ腋 籠 R盲 有り、廂ニ
凌短′花 未机 =店 雲ええな数 (4“Z∬を祝 ),ガ告友指義ズ右崚矢植 イ々の竜気 |ヾ ス数 Z鱗 力苛・

'貢

算 手 (十 ′一戸K′ /,米 米 の /ヒ lミ ソ フ ト ウ ェ ア で
°
そ の 売 ツよ之 指 た す る ま 筆 6〃 ′夫/粕

∠“ガヾ あネ ぼヽ /1さ 浮動 小 数 力,事,竿 、 //ぼ 整 仏 商 .〃大はオズな 角ギ lミ 友 1っ わウ う永

て~ノそな創でぁうラ )を 自由 lミ ツフトウェア的 |ミ 者たていきるかう |ミ する.7・γ?E賞

言 薇 値 と S″ 1摩求 ″ Fご∫勁 /め ′たcO名″ル (ヽ文 献 (〕 参 乳 )乙
゛
も こ れ は 可 イi毛 で あ ソ 。 き た

闊 こSγν4ど βIけ″0′
「
(ズ 献 ←〕参嘱 )シ ス テム z゛ もミネ |さ 死b頭:ム ■経 なけゲであ る

オヾ 1ノ会ス的 びな つヽ易 tつ シス テム Rす る lミ |さ 、 夕ろしさらにメ甲え Zん あるノメ妥が あ 多
フ .

以 上 |ミ 4ヽ 大 き ラ な菱絵能 2持 つ 拡 張 肩θκ秋汁/(/}∠ 4θム″ そ の 教 植 計 算 指 向 言 稀 で'

も 匠|ぞ負で
・
あ 3 う )コ ン ノヾ イ ラ を ズ1ヾ 一 タ ア

｀
ノレの 製 (イ列 え は

゛
:基`外
・1り た 7砂々丁Rハ /て

・キ く )
Rイ乍反 するミ∠ lき 、裂ソ磯能́.メサ|ミ lさ えガ轟ケ忍易 2曽 あろうバ、データη賦棋貞 2象}的

尺行 ラが 要が あ多太 め実行 晨り曳′さ i亀準のパク々ア尺川/よ ソ /σ行ガヽ 川 イ〒嘉 ウ て tき ラご
=

ぁ 多ラ″ tか 1,言 語 め力tiフ 易 さ どその:効'旧 ″純 ソフ ト的 |ミ ズ場次」 τみ るミとは・
人、フlミ 免味のあ るこ と∠イit・ ラメ′tる 。

前例 の
｀`口 月場た

'′ っ闘鶏 む拡 移長″灯 R汁ノ(Fι′丁5)て¬さ、次 のさラ |ミ 芋 アば よ

参鷹 )ご |き こ水 百 キされ るオ■ S″Fiベ
バイノν時 lヽ 変封ジくせフ て )ヽ有 く て |さ な

場|″り  '率 勿小数 鳥奉このメ贅算ンれ ス の構
舒力 |ミ 合 きれ ると″ ださ水 る」5磁∠ lミ ざ

水 2若度岩 ん 大局 脅嬢 駁Lζ ″ノθ妨ノ

ト′リガ乳点か らはAS″Zと イぶ
。
●バ

`も
さヽル

アγた宣言六 (有 録 )てい|さ `精丸 ぼえなしη
gr´ Fιθパ丁(ヌ 書ズ解〕参71r))の きラ |ミ 勤

藩強算ねどの兵孝亭従拍、関 する知置の

ヮダ率単理しをもフでλえできるざラ |ヽ す
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ι)よ う |ミ カ る。

■    ″FFご15｀Iο/1/31/′FcI″ガとざ
ゴ  ′_r=4米 れ丼′/(|)
う    χ 二 Eχρ ζsaバ T(/び3)米 ρI)
4   1妙スIアニ (6′ 5, X
夕"  Дθ′〃ハ丁 〔/〃θノ戸Jρ・ノJ)
ζ   S ttθ ρ

7   涯/♪
寿●ス は ,メ び′び

~・

J74/ノど4∂ アび′/′3.7777777夕 7777′σ

ミミご・猜 /″ え |ヽ ざり片s″メド薄錫「ズ、4秋 鳥之Jノ オ有メよびホめ` Dな るよう |ミ セッ ト
される。 (こ の″ログ:ラ ムガヾ岳り″フグラムZい あえ lざ 1話 ρハ5″ 猫ま瑞六ン隆 |● スタ
ック |ミ 係る.こ 斗tる )磋 .2F関 数 ハ74/′ Sa灯′EX/DIさ このハ.」こ幽イ春青友4童 lミ ′徒って31桁

正 tく 計 耳 tえ る。 円 同 率 の値 R関 Iて |さ これ ZⅣ 佑 の構 友 で` 来｀め る患 お み 関 |ん。
2raの 2作 ヮ 尺 τバ ス マ ー トか 01水 慮 tフ 。 (′∬準晟θハ石|ミ は ミ の よ ラ有関 裁 バ め る )
ま点 ミ の さ ぐ ャ か な4tム ズ 要疾ォ ラ D゛ 六 き たなゴ

′
の ハ カ 尺 じ 屁ィ西κメ/″戸θκ〃4ア だ

1

け び は不 た」為 z゛ 、 ″2マ″ハ丁者 友 る、 イ列 あ ぼ
。
ν二3∠ |で 戸″ .ノ3θ期 /κ O)′ 月 ノ′/′ω″′′月の

有 ∠いの月レケ碑 文 2導 入 1て く も う。

3.アκ井′ん復″,ム
輛 静 |ミ 示 t末 さ ラ π tt′I´/κ″人ぐた狡

′'!ミ
関 す る嫌布 を高速 え で'籠 率 きく火 々

ナる 卜 さヽ,エノ′井しの/え拠 的 な計 算 4幾 θ∠解(ス 林 |｀くり参′ι)の よ ラ 有 タ タ・・ マ ン ノ 2花
あ ぽ )1っ ″ t′か |す べ て の」軟|イ宣デ ータ蒻 代ヨ々 の タ ク'｀ 2フ ナて ハ ー ド ウェ ア ド ざ

っ て宍 右 時 lミ デ ータ製 オ吏査 2鳥 tζ"猾 ラ ●広 の 欠 鳥 虐.露 中 の Eフ ト利 用効 率 ク
夜 下 !ミ あ る。わJん げ /希 ′ ゎ′ι″ナ 専僣 :に れ″ι2タ グ ト次 ラ どπ夕ιの板六 2き わ 1フ
て、 /僣長落動小数れ数 の指数 力務数 (π″πι′郷2)の 夕ιz πィロ,威ラき有くて 1さ ぉラ
おくなる。 この間鶏 ロダク''夕ιZ｀ け壽く,特 ;0お 指数値 とタク"k几 るざう卜すれ ぽ`
解ズ さスtる 。 りヽ  `晟 ソタタダノが′ダ要∠夕うとヽコ2く

`<′

′
ごぁるヵ、ラタタタιスピ

,

は3'′ちの″ιイス大ノが成しろ` ∠ミ 多が ヽr′MJ`0の よ ラ R7み′`ちの■‐みCC`%4`e``J)″が
あ 5'陽イ》R、 c=一′た′―

`あ

―
`2′

tζコ′ナ
`J24寺
別 ちクク・′付さ言露と見● |、 一

`/`c`十
′′は

ノ存長小指教梨髯タズ、崚ヵヵら∠みるこι∠ すれ ば`、″藻ιl,ノにあて番 4六′が'ノ23=ル′―ダ
」こしり|ミ ,ワえす'3だ ケご'あ るカラ、 タノι薇六け認′9,″ Jノ42′ 二ゝθ,a頗ダ

"′

。どドt ノカ`オД」案lお !)。

前針 ″
1｀

′14″″

“

″
の夕Pス lミ tlタ ク''2″々の よ ラ lミ イ史用 すれ !3呻 1)。

C  ゑ粛、         丸 ワふ

`3  
βハク腋

“

     疾 年毛薇十 の藩 除算雪Rの 不 倉 属 お結 ス .
″  ′14Fわ4「     荻な冒 (婢 b′ し`,せバ指数:ス スは″猜六■慮動小数お′軟

デ ータ ヘ ′リポ イ ン タ。

イ′  Я鷹      イ反数訂 lさ 矩整舞 (1ェ 1く 2つ 2表 す。
イ3  カ‰1/丁      薇軟子「庁″を黒整牧 (国 ≧′2っデ_夕 へのポイン′。
―″  ポ4′確γ    狡数費膚ノフ トウエア

`ク

ト應教こ来 Aア・―夕理ヘク
ぷ /ン タご、ソフトウエ ア才

ll△ |(1秋ハP′
.)!い ,で

共′́氏 する.

5■4Z″だとθ三年二/rD ソフ トウェ アて`興́ Jス プれ |ざ , こメ化らD~イ生のアズハノ)″″″(工■2
とタルこ′学ll)ハ 1梨 稜久)∠ 几 わせ る。 このうス ト )ソ ′短 整軟 (S工γr)と 1准長 刻` 指崚え

,i\llilr,l ''1 "' , 'i
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ん孝短(ぅγ2θ47)|ミ 関 するり賣イ |さ な 末 の 左物 々 今 ∠ 同一 の砲九 乙
1!准鋳くミ∠ |、 たろυ ttb

詐

`ク

ト は左数t種 と |て |さ SIγアが ′%Iル輌「さ り′倒 4ク |ヽ ″ く:ォ 良/Jヽ 喘旨数 (ICI≦iびノ)|き

六 指 数 (lel%|)゛ り 0パ 例 的 |ミ ″ 〈現ス るで
｀
あ 多 ラガヽ ライ カ実 行を疲力さ範 斤 のノ:も

ソフ ト |ミ ょ る0法 き り若 tく 向上 する 1ざ ずで。あ る。 βI`1/「 ,βI學尾θハ丁∠ポ
:イ ン ダの

「定)の デ ータ」Llと さ―搬 ュ ー ヶ'。 一ヵ ラぼん Zお lフ (几 えては 蔵 うち マン)著T方 こ・あ り、

ミの書苑とどのよう |ミ 迪丸と 記 1急窓量 |ミ 関 1能 率ょく布顔ケるハ は、システム

作表者の%の 几て∠"ミ ろごめソ、そネ」ミ慮謳′庭板ノの夕角筐スパ反要で̀あ る。著

通′の力κメ″/庫コンノヾノルオ |｀ れ湾起傾プの夕1当 てガヾイ従 と1フ ラんノヾ‐長′許 Zも されて

tフ る オ■ ルバ万絆ノ/τん ム 当 ぐ lミ 足 鞍 |で 、 記 ′腱額 ノ ′ 勿 的 γズ 技 綺 恵十 年 R4′ケ |

て、フろので'、 ィ〉ョご庁ミノくを1そ ′ケRI艘んろノル要 |す Zさ く几当ラ廊 フヽ。

″小ヽ折きご |ミ 示 1尺
り
六さ有数

″
のスタ贋ウズ |ミカ(元 |ぎ 、`兵薇 システムロの次植 ″

危六の互換は っズ旅の同題13兒 塗コミ解六するこZIミ わ貰亀こ永声lフ .困 ″ |ミ 」it中

の環須π々ハνゲ
1生
久
のR3様 准 |ミ きって〃″あからびθタノ古菫ただしきで` の交薇パあり、"夷

義尺/′ の人 き さ の 葬乞田 D′
士ア
″ ク の (′例 乃 さ

ぃ4ご′5)メ 、ラ ″
士″
の Dの (布 uん 恵、、こ′c)

きで ぁっ て、 くた |ミ 起 因 する五.郁劇Lの 々 E念、lミ はユ ー ダーは江か さ木,続 けて きだ つ

で
°
あ る″

4っ 結 論

電子計革薇 の最 し吉井 的 t九 円分野 である数准計算 |ミ 関 |=タ ロ六 くキ仄 |て
1フ る “蓄崩免

″
フ・ロク・ラミ ンク・・ システムガヾ長壁数 ′バ指数 島有 た 碁動小 凌え鳥凌妃カ

どの“六セお数 "の 演算 |ミ 蘭 |夕 たぢなく朽力η沢免 |ミ ある∠1っ うのは警くヾさ

事 々 ご め る。 こ の て め ェ ー デ
~ぼ
ミのこ ″ 療 年 の 資め |ミ =独 自 の工 六 Zす るミ と

を 夕気1っ ら水 て き た′ 因 ″ R Fttκ l「′浄/のう(上 以ふ ミ の 点″|ミ 関 す る万♭ズアバインのαズ乱 と す えヽ

は
い。 εりだ′∠」三′′EcI∫Iθ /(ス lさ a″,′ρズ之′ムE)三 この 孫 群 tオヽん 当 レ た 、フ .

このきラた卑筵が上 した茨ス困の~ワ lミ ,ユ ~ガ ~の 妥ネ・∠コンノヾイライ有メ若 乙

計算消[ァ _キ テ 7チュ ァ敢丼着ォョニ間 の構報交れのかんメヾ あ r。 られ る。シ|も み ,

記ノlえ庶α見′工/0チ ャ ノネ ル ギ マ″磯 ″ユ|ミ 欠ケ る Zく うが あ友 ぼ゙l浦 疋′々 θ5庁 イド奴不
可能 であ るカ ラOS作 戒着 どアー キ ァクチェ ア歌

=|´

者 の 間 |ミ は工 の フィードバ ツク が

んられ る。 こネ fミ 対 |ハC六 ミ機 ハ ラくイクロコ ンきび、 どのかラ有 アーキラクケニ

ア2天 下りお‖マ与ん ラ″tt湯冶ヽ |ミ b, そォt Rn民人 |で コシノヾイラガヾ著力ヽ力tて きて,
ス~ド バリク庁少首オ` っ たよう R危女ク られ る。
イト稿 の7.貿″ρ%α″̀懸縮卜は1ハ ードウェアの ごくわ夕外 の交ヌし|ミ ざっ て 0、  

・1バ
き

歯券し
"の
,ズ 耳 が 人ヤ |ミ か 二 た て

。`
き るミ と と″1示 lド きで Л O刀 で'1ミ くて

いミの

`t潤Lが最孟で'あ るとil飛 するものご膚おフ`0

許算 機 シス テム のか 二 /9致 詐 感諾 1研した∠綺 葬 のか 二 /(カ ラ六 発 すベ セ∠老 え る。

その〃´蕉則∠ |

「
μユれ五止上‐ |ミ ^|つ豊立 1 71フ るオ瀬L苑 ∠幕凛 Iの 子、味 ′ ″不 用 孝、:

ムユ 五 五」L_J之 加 夕ヽ珠 1つ 。 くの 蕉i則 |ミ 反する万 /の ″0∠ |。 で |よ 、オん以うの崚た

2:年 か ラ万程ilて 1っ る
い
整 義ペエたたフcr′

′
η
1`ル
陵ι夕″こ .ρッ朝ノeヵι

′
た□ ん長′目尾 /1ヽ 凌欠

ん数ンの免 味 へ の転 用が あ デ られ る。
‖
I″丁I年尺′′∠ 三 言 きた だ麦 4レこは ｀`准 九″滞 孔

壺教プ の負六以外 |ミ 解紋々え るべきピさい ,・
1・

欠数 バに/″ じ不 当で
°‖浮夕 (小数

れ羽冗石を″η%″〃
″
∠イぶ′べさごめうう。

粛 ス の″l応 そ そ
｀ 二 ′
′
η 未 入 京 算 手 へ の 漱♭胴 (γ メ ノ/十 /等 )で '、 く れ は・ 1二

″
:

｀
そ―″お うよ 1フ・
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齋 3の 例 ∠| ごは関数L表 記号六∠多1教 71友 |ス の,乏仏パあデられ る″ワ|:秋ラ|さ

ツ美 |ジな代 博 ケ く 乙 も
n C2〃

ノンたわ ψ )`己
″
_‐ &〃″ ″ た 1.｀ Q〃 ″ た陸 ノタI`lι〃″ レ″

“

e
―た陸″

″
′
｀`
こzノ/″ 忽″こ

″
の δじ色史バ あ る。(ス 献

“
'参

形 )関数表花 六 戸(X,Y′ z/)lよ 殆 ん
どすべヽ ての島逸たす露 lミ 春]用 t水 て 1フ るバ 、 4教:事 の学鵞νガヽ ラダ衆 ばヽ、 ミ″表 謁 宏 は
い
て先//ヶ ″んに

″
のみ 左え 気 すべ き て

いめる。 化 のワl教ラ}'及 l六 |さ 嗜 |ざ れ た子供」で
'勝

手 R大 めるの で｀けお く、 そ δヽ'腕1狽」のシ ンタッ クス 1ミ 燎:っ て '′ ブη ―″売〃J′夕孤ミ大 め る

ケタバヽ ア ログ ラム′グ″a死にただク 之 きく するデヒ味 オヽ ラもズ>=的 乙"あ ろ う。イ貝〕乃 由''、
戸(X:=′ Y′ /んり ∠ 夕 水 庁

=メ 威
′'CL〃 ヶ たセた″ここ

ノ
ノ Ylさ

1`(負
〃
夕
νe/″c″′Zさ

:tの
ノ/ヶ″だ

′

と す る の で あ る。 こ の ラ1券

"1友
|六 之現中斥 ηす 年 磯 z"合三 くり lミ ユ ン パ /ル タ る lミ

|さ 、六乃的コンノヾイラメヾ がアで
1、 多」″ログ ラム 羊在 のコンノヾ /ノンは共行t友 2主

札 すると姓 l、フ。、ヽ、の 間瓜 の解 ズ荻 0´ 例 どとで時 、前特
アタタグ何ホ

°
ィ ンタ ~‐諸

にたの
′ライ雇■)追:が

'プ
ψ′しげ ざVヽ 。

e  名継、        亀六

び/  スα≧      バ
“
ノのクルあ麦ヶ lミ よう自動聞接アドレス.

―ごノ  ム.22     R(μ /Zttιeああたケ|ミ きる自動固接アドレス.
~あ   」ど
=      

ル乞″じ′♭坊たrl:`12〃 ケπα″C′
′
のテキストスきそノ'C之 」

ンノヾノ″ 1た ユ ~ド ヘのポ イ ンタク
馬島″戸ζメ:ニノY′ /g/)は メ 2」R塑盆 z゛ ′ Y2ノ ιルcでし z2z,2で｀6-|ミ ラl波 t誌°き ιっ。 たお
`:42〃 め/″2/″c― hGttι/′

″
の月励4卜 |ミ |ま ン22イ|″cagムたこた |ミ イ責んで■列疲 し、 夕研Llミ ス っ た ∠き lヽ

re%ノ古のヌゃl五 左 すると う にコ ンノヾ スノノす る。 電あ
1各
布Ц″戸(ズ′ろ Zり のノ1反巧1 4klす そ

メIC黎〔「れ
｀
θ
'た
た ケ た 」Rb′ηビ3れに'C=′

′
ノ
°
θルCれ ″ ″力 C"′

｀`
θ′聰ンヒ多ん″ πZ″

こ
′′
て・`多l'皮 tと 女 ウバ

∠ 冨 っ た らま lフ の で
。は あ る き 、フォヽ 。

以よび電子許常機 の最 も吉 ⊃ヽデ ~夕 製である1漱准 )ミ 関 lて すぅ。 そのをつL∠ 理

メ三τズ lミ 慮Z7人 有目鶏 が ,実 さメtて 1フ ろミ∠が βn)か lミ ぉった。コ乙列ιマ費0す るよリ

尉 (1つ ′ふ准:の データ製 のん義、表為 ∠パ理 方式
1の
“各者 庁`夕

btt R双 れれ太ヲび韓でめ

る。
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付 録  下 YPE丈 の機 能 と くのん 1召 |ミ っぃ て

お払引疑F5RTRANIミ 申 7る 丁 YPE文 .l暮 ,フ°ログ ラマー に FORTRAN人
乏 |ミ 組 ノトミきれ たタイ フ

°
以 7卜 の デ ータタイ フ

°
1も つス史孝処の ftl羽 亡tキ τもの で

°
あ

る。 こ∩濯義能 IIFA C5 M 230-マ 5/60の FORT・ RANc, Dコ ンパ イ ラ
ー が`許 可FORTKAN文 形

“

i凛 |て 取 りヽヽ ね られ てい 3.文 献 EF Ac 5 M230
-60 Fσ RTRAN文 ラ去続  sP一 〇 61-4-5〕 |ミ Jれ lざI TYPE文 lJ末
の よへ |ミ 記述 Jれ ろ.寸 ,∫ ゎ ち

SXW  ズ1' ズ2, ・・・
Stす 特殊型名ざ 1～ 3個 の英教し字の文字列からuり 。 (の 最初の
|プ ねほ「
†Jら Tl｀ οズし,′1,°・・1丁 く孝素名>(1=く 画こ列専暉薇>|<史

.Wi:こ のよう|■ tマ 理学)、 Jね たく専素〉 01ヽ 古め 3言3遊女1キ
`月

ミ可
のオ旨足 数 で

｀
あ 3.在 ロ カヽ た ね |ゴ=:丁 YPE文 1丁 新 とい タ イ フ

°
の た

タイフ
°
苫褐― ■史枚 の宣官の 2つ の機 能 畜行 う宣言夫で あ 3.こ

言ごれ■ 隻収 ん にfT Tろ メ負」手おょび
°
,」厚術lIF夫 IJコ ンノ、°イ ラー

淑,夕すたす3宍除耳ギの機減語介か列が
・生泳ぎね3fヘ リ|ミ タイフ・

バJび
°
彼
'1買

耳工1の タイフ°にようて
'夫

足ごれ3名 市11も つT■ サ7‐ ル
´十 )ヘ ヘ呼 び・上 しコ ー ド

｀
が'生 成 ぐれ る。

'デ
ル ーサ ンの名前 の命 危規 Qll l‡ 以 下

う よ うで'あ 3.
ラ賞竿 o場 小 :サ デ′L― サ )名 =く特殊型 る〉くラ安算頭 文字 >く 第 14共 ,寅 導 ,1つ 嘔上J負 夫
字>〈 第 2薇 ラ綴軍 '負 の型 顕 文 字 ン,(Unarhの ,キ i3第 1薇演 耳噸 の型 頭 文 字 L月 じ

.)

耳 術 I F ttn場 合 :サ デ′L― ↑ シん ■く |キ 殊型 名ア Iく 軍術 IF文 十 1t魂 ゎれ
る式 oも つ型 顕文 字〉 く耳 術 IF文 字 に現 われ 3式 の も つ型顕 文 字ン
ここで
・
,寅 算頭文ぢ時

ハ ー AtttiOn ′ _s _submction   M 一 流|● 71ic■iOn , P 一 PoweΥ

:翼バ
iギ

loLItt hsfざ
 エ ー IF(Attic)′ U― Una■ ne♂C

I ― 経枚理,R― 笑数型′     D_倍 精農実牧理′ C一薇索数型′
B 一 倍精度複煮衣型,L― 輪理型,1-第 1ふ 目:ミ 足義ご彙■特殊世′
2 -第 2春 目tt定 義 Jれ た特殊型′ 3-第 3ふ 目itた 豪されス特殊型′
で
・
手 た うれ る。

サデルーチンヘの′|`枚 :き 、第1;|ム バ11子吉果 ,ヾ代Xさ れ3変 数名′第2夕 1級 :`
第 1薇

'賓

罪預ん′第3引 劇ヒIJ第 2被 )寅 暉'1ん で
'あ 3。 但し,unarЧ ぅ時13第 351

タコ丁rJ t'.鼻 (灯 IF文 の時 !`第 1引 枚バ式の値1う つ史裁ん′第L′ 3′ 41`式 のfこ
。やふ女負′ゼ口`′工のり子の■び
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本 PDFファイルは 1977年発行の「第 18回プログラミング・シンポジウム報告集」をスキャンし、

項目ごとに整理して、情報処理学会電子図書館「情報学広場」に掲載するものです。

この出版物は情報処理学会への著作権譲渡がなされていませんが、情報処理学会公式Webサイトに、

下記「過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について」を掲載し、権利者の捜索を

おこないました。そのうえで同意をいただいたもの、お申し出のなかったものを掲載しています。

https://www.ipsj.or.jp/topics/Past_reports.html

過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について� �
情報処理学会発行の出版物著作権は平成 12年から情報処理学会著作権規程に従い、学会に帰属することになっています。

プログラミング・シンポジウムの報告集は、情報処理学会と設立の事情が異なるため、この改訂がシンポジウム内部で
徹底しておらず、情報処理学会の他の出版物が情報学広場 (=情報処理学会電子図書館)で公開されているにも拘らず、
古い報告集には公開されていないものが少からずありました。

プログラミング・シンポジウムは昭和 59年に情報処理学会の一部門になりましたが、それ以前の報告集も含め、この度
学会の他の出版物と同様の扱いにしたいと考えます。過去のすべての報告集の論文について、著作権者（論文を執筆された
故人の相続人）を探し出して利用許諾に関する同意を頂くことは困難ですので、一定期間の権利者捜索の努力をしたうえで、
著作権者が見つからない場合も論文を情報学広場に掲載させていただきたいと思います。その後、著作権者が発見され、
情報学広場への掲載の継続に同意が得られなかった場合には、当該論文については、掲載を停止致します。

この措置にご意見のある方は、プログラミング・シンポジウムの辻尚史運営委員長 (tsuji@math.s.chiba-u.ac.jp)まで
お申し出ください。

加えて、著作権者について情報をお持ちの方は事務局まで情報をお寄せくださいますようお願い申し上げます。

期間： 2020 年 12月 18 日 ～ 2021 年 3 月 19 日
掲載日： 2020 年 12 月 18 日

プログラミング・シンポジウム委員会

情報処理学会著作権規程
https://www.ipsj.or.jp/copyright/ronbun/copyright.html� �


